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戦
国
時
代
か
ら
続
く
伝
統
の
中
野

祇
園
祭
が
、２
０
１
５
年
７
月
18
・
19

日
に
市
街
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
川
崎
踊
り
に
屋
台
、
大

獅
子
や
み
こ
し
の
ほ
か
、
３
年
ぶ
り

に
披
露
さ
れ
た
黒
姫
物
語
朗
読
劇
な

ど
の
出
し
物
が
あ
り
、
市
街
地
は
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
翌
日
は
、
伝

統
の
馬
乗
り
行
事
が
行
わ
れ
、
凛り

り々

し
い
表
情
で
馬
に
ま
た
が
る
若
殿
様

た
ち
が
市
街
地
を
巡
行
し
ま
し
た
。

 

中
野
祇
園
祭
の
起
源

　

永
正
７
（
１
５
１
０
）
年
、
高た

か
な
し梨

政ま
さ
も
り盛

が
越
後
国
の
内
乱
に
守
護
代
・

長な

が

お尾
為た

め
か
げ景

に
味
方
し
て
出
陣
し
、
長

森
原
（
新
潟
県
南
魚
沼
市
）
に
て
関

東
管か

ん
れ
い領

・
上う

え
す
ぎ杉

顕あ
き
さ
だ定

を
討
ち
取
り
大

勝
し
ま
し
た
。
中
野
に
凱が

い
せ
ん旋

し
た
政

盛
が
こ
の
戦
勝
を
記
念
し
て
、
勝
ど

き
を
上
げ
て
祝
っ
た
場
所
で
あ
る
大

宝
宮
の
祭
神
・
牛ご

ず頭
天
王
を
勧か

ん
じ
ょ
う請

し
、

天
王
祭
り
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の

が
中
野
の
衹
園
祭
の
始
ま
り
だ
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

中野祇園祭
写真解説
①四ケ町代表の小
学生が若殿様に扮し
て行われた馬乗り行
事。②東町の天王
神輿（市有形文化
財）。③黒姫物語朗
読劇。④中町子供み
こし。⑤松川の川崎
踊り（市指定無形民
俗文化財）。

　松川の川崎踊りは、江戸時
代に当地区の人が伊勢参りの
折に伊勢音頭を見物し、その
優雅さに心を打たれ、故郷に
持ち帰り広めたものなどとい
われています。踊りは仮装
豊
ほ う ね ん

年踊りで、テンポがゆるや
かなのが特徴です。数年前ま
では区の盆踊りでも踊っていた
のですが、今は衹園祭が貴重
な披露の場となっています。

　西町では、大獅子のほか、
おはやし子供屋台と子供みこ
しが参加しました。
　大獅子は２週間かけて補修
し、毎年表情を変えています。
今年は白い歯が特徴の迫力あ
るものを仕上げました。街の
中を元気よく巡行する大獅子
の様子を、一人でも多くの人
に見ていただければと思い、
毎年衹園祭を迎えています。

西町祭祀団
団長

竹
た け だ

田 晋
すすむ

さん
松川川崎踊り保存会

会長

金
か な い

井 保
たもつ

さん
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写真解説
⑥中町みこし。⑦組曲・黒姫物語コ
ンサート。⑧西町子供みこし。⑨松
川子供みこし。⑩威勢よく回転する東
町たるみこし。⑪西町おはやし子供
屋台。⑫西町大獅子。⑬松川の川
崎踊り（市指定無形民俗文化財）。
⑭東町子供みこし。⑮馬乗り行事。

　３年に一度、黒姫物語の朗
読劇を行っています。主に中
町や金融機関の方に出演して
もらっていますが、今年は初
の試みとして第 48 代ミス志
賀高原クイーンの畠

はたけやま

山望
の ぞ み

美さ
んに黒姫様役をお願いしまし
た。北信濃に古くから語り継
がれてきた伝説を、衹園祭の
場で多くの人に知っていただ
ければと思っています。

　東青会は、東町の若者で組
織する、主にお祭りの手伝い
をする団体です。東町では、
東青会の「たるみこし」のほ
か、天王神輿と子供みこしが
街中を練り歩きました。
　これからの祇園祭は、担ぎ
手などとして参加する人だけ
でなく、出し物を見に街中に
出てきてくれる人がもっと増
えればいいと思います。

心躍らす信州中野の夏祭り
～中野衹園祭～

特集
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